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A ・4cDNA ア レ イ データ に 対 す る検 定 の 多 重 性 と

　　 相 関 を考慮 した 解析方 法 の 検 討

　　　　　　　　東大 ・医 ・院 口 羽 　 文
寧

　　　　　　　　　 東大 ・医 伊 藤 陽
一

　　　　　　　　　 東大 ・医 大 橋 靖 雄

　cDNA ア レ イ データ の 統計学的問題 と して ， 検定

の多重性が挙げ られ る．検定の多重性を 考慮 す る
一

手法 と し て ， p 値 を併合す る Fisher’s　 combined

probability　testが あ る．本研究 で は ，
　 cDNA ア レ イ

データ に 対 して ， 原法 ど お り この検定統計量 を r2分

布で 検定 す る 方法 と ， 遺伝 子 間 の 相関を考慮す る た

め に permutation 　testを行う方法を α エ ラーと検出

力の観点 か ら比較す る．

9 月 4 日 （木）（午前　A 会場）

企画 セ ッ シ ョ ン ：SNP データの 解析 に おけ る統 計

的諸問題

オ ーガ ナ イ ザ ー

　　　　癌研 ・ゲ ノ ム セ ン タ
ー
　松　浦　正　明

　　　　　　　　 統計数理研　江　 口 　真　透

　座長　癌研 ・ゲ ノ ム セ ン タ ー　松　浦　正 　明

A −1 一
塩基多型 （SNP ）データ とそ の 統計学 的 側面

　　　　　　　癌研 ・ゲノ ム セ　磯　村　　　実
串

　　　　　　　癌研 ・ゲ ノ ム セ 　牛　嶋　　　大

　近未来 の オ
ー

ダ
ー

メ イ ド医療 と して の 遺伝学 的体

質診断 を 目指 し ， 患者 の 薬剤感受性や副作用 の 強度

を規定す る遺伝子多型 として，現在 SNP が注 目さ

れ て い る．その SNP に つ い て の 生物学的意味 とデ

ータの性質 ・特徴 を概説 し，今後の バ イ オ イ ン フ ォ

マ テ ィ ク ス に お け る統計科学 の 発展 に 寄与すべ く，

デ
ー

タ が 実際 に 取 ら れ る背景 か ら実際の SNP 解析

の 各種応用 な ど に 関 し て ，特 に 統計学的 に 重 要 な ポ

イ ン トに 焦点 を当て て 紹介 し た．

A −2　モ デ ル に基づ い た SNP 遣伝子 型 タ イ ピン グ

　　　　　　　　 統計数理研　藤　澤　洋　徳
＊

　SNP 遺伝子型 をタ イ ピ ン グす る方法 と して，イ ン

ベ
ー

ダ法 と統計的 ク ラ ス タ リン グ法 を組 み 合 わ せ た

方法が 使 わ れ て い る．と こ ろ が ， こ れ まで に 使 わ れ

て い た統計的 ク ラ ス タ リ ン グ法で は ， 安定的 に タ イ

ピ ン グで き な い ．本報告で は，正規混合分布 に 基づ

い た 統計的 ク ラ ス タ リ ン グ法 を採用 し て ， さ ら に，

イ ン ベ ーダ法 の 特徴 に 着目 した 罰則付 き尤度法 に よ

っ て チ ュ
ーニ ン グした 方法を議論 した．

A・3 イ ン ベ ーダ法 に よ る SNP 遣 伝子型 データ の

　　 2 変量正 規混合 分 布 に 基づ く分 類

　　　　　　　広島大 ・原医研　佐　藤　健　
一＊

　　　　　　　　　　　 JBIC 大 谷 敬 子

　　　　　　 癌研 ・ゲ ノ ム セ 牛 嶋 　 大

　　　　　　 癌研
・ゲ ノ ム セ 磯 村 　 実

　　　　　　 癌研 ・ゲ ノ ム セ 　松　浦　正　明

　　　　　　 癌研 ・ゲ ノ ム セ 三 木 義 男

　　　　　　　広島大 ・原医研　大　瀧　　　慈

　SNP 多型特定 の た め の 生物学的実験 で あ る イ ン

ペ
ー

ダ法 か ら得 られ る デ
ー

タ に対す る新 しい 統計解

析法を提案した．対立遺伝子 に 関し て 測定 さ れ た遺

伝子 発現データ に対 して ， 高々 4個 の コ ン ポ ー
ネ ン

トを持 つ 2変量正規混合分布 を適用 し，SNP に 関す

る遺伝 子 型 の 分類 を試 み た．

A −4　一塩 基 多型 に基 づ くデ ータ解 析

　　　　　　　癌研
・ゲ ノ ム セ　宮　田 敏

＊

　
一

塩基多型 （SNP） は ゲノ ム 上 に お け る
一一

塩基 の

相違 で あ り，その位置 と塩基 の 種類 に よ り生物学的

な機能 や 表現型 へ の 影響が 異 な る ．特 に SNP の 相

違 と疾患 の 間の 関連 を調べ る こ と に よ り，疾患関連

遺伝子又はその マ
ーカー

を同定 で き る もの と期待 さ

れ て い る．本報告 で は ，が ん 患者 の SNP 情報 と臨床

効果や抗 が ん 剤 の 副作用 とい っ た 疾患情報 を扱 い
，

そ の デー
タ解析例 を示す と と もに ，そ れ に 付随 す る

問題点 を指摘 した．

A ・5　連 鎖 不 平 衡 解 析 に お け る 多座 位 の 関 係

　　　　　　　　　　　 JBIC 富 田 　 誠
＊

　　　　　　　 東京女子医大 鎌 谷 直 之

　SNP デ ータ か ら分 か る遺伝子 型 か ら表現 型 へ の

関連性 を考 え る 上 で 連鎖不 平 衡 が あ る か 否 か を検 討

す るの が 有効 な 手段 で あ る と考え ら れ る。座位問で

の ア レ ル の結び付き と な る ハ プ ロ タ イ プ の頻度推定

を行 え ば ， 代 表 とな る ハ プ ロ タ イ プ を 絞 り込 む こ と

が で き る．ハ プ ロ タ イ プ を構成す る 領域 が ど の 程度

ま で 広げられ るか は連鎖不平衡係数 の 強 さ を用 い て

判断 さ れ て い る が，分割表の 独 立 性 の 検定 に よ り高

次 元 の 連 鎖 不 平 衡 を検 討 した．
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